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【略号】
NPD : Nirvikalpapravesadharaが(Avikalpapravesadhar，仰の.
Ch1 : W入無分別法門経』施護訳(大正 No.654， vol. 15， pp. 805-806). 
Ch2 : W入無分別総持経』訳者不明教爆写本1)
DhDh V : Dhan仰 dharmatavibhaga.
KTD : Kama1asila's Tika to the NPD (Derge ed.， Tohoku No. 4000， Ji123a3-145b5). 
KTP : Kama1asila's Tika to the NPD (Peking ed.， Otani No. 5501， Ji146b6-174b1). 
MSG : Gi1git Manuscript of the NPD (Delhi Collection， No. 16， Facsimi1e 1668-1681). 
MSL : Leningrad (St. Petersburg) Manuscript of the NPD (Ms. Ind. VII. 23-420). 
TD : Tibetan Tr. of the NPD (Derge ed.， Tohoku No. 142， Pa 1bl-6b1). 
TP : Tibetan Tr. of the NPD (Peking ed.， Otani No. 810， Nu 1bl-6b8). 
まえがき
かつて筆者は，ヴァスパンドゥ(世親， Vasuband】lU)の『唯識三十煩 (Trin:tSika
Vijnaptimatratasi・ddhiiJ，Uに対するスティラマティ (安慧， Sthiramati)の注釈の中で，
無分別智と後得智の典拠として援用される Ni仰 ikalPapravesadhara1Jz(NPD， W入無分
別法門経Jl)なる大乗経典について取り上げたことがある。その中で筆者は，党文原
典の知られていなかった NPDの半分ほどの量の究文写本断簡をニュー・デリーのギ
ルギット写本コレクションより探し出してローマ字転写を示し，さらにスティラマティ
に引用された箇所と同じ文章がその後の諸文献にも引かれること， ‘vijnaptimatra' 
などといった表現が見られることからも分かるように NPDは唯識思想の影響下に成
1) 上山大峻， K. W. Eastman & J. L. Broughton，“The AvikalpapraveSa-dhar，仰 i:The Dharani 
of Entering Non-Discrimination"， W龍谷大学仏教文化研究所紀要~22集 (1983) ，pp. (32)べ42).
なおこの論文中に発表された漢文テキストは，上山大峻『敦爆併教の研究~ (法蔵館， 1990)， 
pp. 626-629に修正のうえで再録されている。
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立したこと，また現時点で、 NPDはスティラマティ以前の文献に直接的には遡りえな
いが，チベットにおいてマイトレーヤの五部論(五法)のひとつに数えられる『法法
性分別論 (DhDh竹』に関連する記述があること一一従って，これは『法法性分別論』
の成立を考える上でも注目すべき一ーなどを指摘しつつ NPDについて若干の考察を
加えた2)。
その後現在に至るまで，NPDにとっては幸運なことが続いた。 NPDの漢訳は，宋
代の施護による読むに耐えない杜撰な翻訳が一本あるのみであったが， 1983年に龍谷
大学の上山大峻教授らによって新たな漢訳が敦埠写本中に発見されたのである3)。さ
らにその3年後，筆者は，ロシア科学アカデミー東洋学研究所の旧レニングラード(現
サンタト・ベテルフ、ルグ)支部の管理するネパール系党文写本コレクション中に，今か
ら約百年前，チベットのダライラマ13世より当時のロシア皇帝ニコライ二世に贈られ
た NPDの新たな写本を発見し，そのマイクロフィルムを取り寄せることができた4)。
また NPDは，後代のインド・チベット仏教文献において種々な場面で引用されてい
ることも判明しつつある。特に頓悟・漸'悟の問題にかかわっている5)。
このように資料が整いつつある中で，NPD の党文写本の発見者として，まずは新
たな写本に基づいてテキストを作成し，今後の研究の基準となる第一次資料を学界に
提示することを目的に本稿は企てられたものである。従って，ここではテキストと和
訳の提示にとどめるが，NPDをめぐる諸問題については，本稿に示されるテキスト
2) 拙稿1"Nirvikalpaψravesa-dhar，仰 5につし、て一一無分別智と後得智の典拠としてJ~仏教学
セミナー Jl34号(1981)， pp.40-49，以下[拙稿 1Jと省略。これが書かれたのは今から15
年前のことであるが，筆者が党文写本に言及した最初のものである。写本など直接読んだこ
とのない者にとって，最初にキソレギット写本を取り上げるなどというのは無謀以外の何物で
もなかったが，今読み返してみると確かに誤読も多い。さらに残念なことに誤植も常識の範
囲を越えている。本稿末の資料編に掲載される新たなローマ字転写をもって訂正にかえたい。
なお当時，松村恒氏(現在親和女子大学)より筆者のローマ字転写の誤りについて，ていね
いな御教示を頂いた。私事にわたるが，偶然にも，グプタ書体で書かれた写本中の一連の文
字が ‘vijnaptimatra' と読みうると確信した時の感激は忘れられない。この語は，資料編
MSGの1676(13a3)に含まれる一文中に見られるものであるが，良くも悪くも筆者の写本研究
の出発点がこれである。
3) 前掲注l参照。
4) 写本の所在および入手の経緯等については，拙稿「ダライラマ13世寄贈の一連のネパーノレ
系写本について・『稔伽論』摂決択分党文断簡発見記J~日本西蔵学会々報Jl 34号(1988)， 
pp.16-20を参照して頂きたい。以下[拙稿2Jと省略。
5) 例えば， Luis O. Gomez，“Purifying Go1d: The Metaphor of Effort and Intuition in Bu-
ddhist Thought and Practice"， Sudden and G何d仰 1(Studies in East Asian Buddhism 5)， 
(Hono1u1u 1987)， pp. 67-165，特に p.108ではKTの記述に言及している。他に， G. Ma1a et 
R. Kimura， Un Traite tibetain de Dhyana chinoゐ(Chan 禅)，(Louvain 1988) p. 46参照。なお，
NPDの内容とも関連するが，唯識文献に見られる無分別智の持つ諸問題については，袴谷
憲昭「唯識文献における無分別智J~駒沢大学併教学部研究紀要Jl43号(1 985) ，pp. (41)一(78)
参照。 NPDにも言及している (pp.74-75)。
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を基に別稿にて考察することにしたい。
1.解題
NPDは，無分別界に入る次第を説いた短い経典である。その成立はすでに考察し
たように6)，現時点ではスティラマティ以前の文献中に直接的にはトレースできない。
内容的にも唯識思想， しかも vijnaptimatraの語が用いられることから(テキスト第13
-14節)，唯識思想の完成期以降にその影響下に成立した後期大乗経典の一つで、あると
思われる。例えば唯識関連でいえば， ~解深密経』の経名と，経中に現れる対告衆の
菩薩名がその経典の内容を暗示しているように，本経においても「無分別光
(Avika1paprabhasa)J とL、ぅ名前の菩薩が世尊に無分別界に入る順序を尋ねるとし、ぅ
形式で説述がなされ，し、かにも後期の論書的性格を持つ経典にふさわしい。なお
NPD自体を対象とした研究はいまだなされていない。
ギルギッ卜写本 (MSG) 1931年，カシュミールのギルキ守ットで発見された大量の党文
仏教写本のうち，ニュー・デリーに保存されている写本は，ラグ・ヴィーラ (Rag】1u
Vira)とローヶーシュ・チャンドラ (LokeshCandra)父子によって，両氏の主催する
『シャタピタカ・シリーズ』の第10巻(全10分冊)に影印版の形で出版されたが7)， 
本経の断簡は，その第7分冊に全16葉のうち 7葉(写真番号1668-1681)が収められて
いる。残り 9葉はすでに失われたものと思われる。貝葉形樺皮に典型的なギルキ守ツ
ト・パーミヤーン・タイプ I書体(あるいは RoundGupta Br亙hmiscript)で書かれてい
る。年代的には，ネノ4ール系写本よりはるかに古いものではあるが，この写本につい
ては残念ながら誤写が多く，信頼性に欠ける。
ネパール系写本 (MSL) 筆者が旧レニングラードより発見した本経のネパール系写本
は 3葉よりなる紙本である。わずか3葉の写本ではあるが，カタログによると8)，
6) 拙稿1参照。
7) Raghu Vira & Lokesh Candra， Gilgit Buddhist Manuscripts (5atapi(aka Series， vol. 10) 10 
parts (New De1hi， 1959-1974). 1-2分冊のみ合冊されて1970年に再刊されている。さらに
昨年(1995)10分冊を3冊にまとめ，新たな二万五千煩/一万八千頒『般若経』断簡73葉(写
真番号3369-3514)を末尾に付け加えて再刊されたが，印刷状態はよくない(Bibliotheca.f，叩do-
Buddhica Series， Nos. 150-152)。
8) N. D. Mironov， Catalogus codicum manu scriptorum lndicorum qui in Academiae lmperialis 
Scientiarum Petropolitanae Museo Asiatico (Petropoli 1914， Rep.， New De1hi 1984)， pp. 330-331， 
Ms. No. Ms. Ind. VII. 23(420).カタログでは，これが NPDと比定されているわけではない。
この写本と一緒にされて保存されている一連のネパール系写本断簡(~稔瑚論~ ["摂決択分」
等)については，拙稿2参照。
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サイズは56x 8.5 cm とあり，横長の巨大な紙本である。片面に8行づっ書かれてい
るが，第 1葉の表は空欄で，本文はその裏面より始まる。最終第3葉の裏面4行目で
本文が終わるが，その下は空欄のままで，これに続いて別文献が書写されているわけ
ではなし、。またこの写本は近代の紙本ではなく， 11-13世紀のネパール系貝葉本に見
られるような古い文字で書写されている。この写本は完本ではあるが，残念なことに
3葉とも左端が破損し，筆者の計算によると，一概には言えないが，各行18音節前後
が失われている。ギルギット写本に比べると書写も正確で読みやすしゅ。
漢訳とチベ‘y 卜語訳 本経の漢訳については，施護訳 (Ch1)が知られているのみであ
ったが，上述のように，上山教授らによって敦埠写本中より発見された新たな漢訳
(Ch2) は，施護訳と比較すべくもない良好な翻訳である。しかし敦爆写本によく見ら
れるように首部が失われ，訳者の名は知られない。ただ末尾は残っており『入無分別
総持経』の経題がつけられている。チベ γ ト語訳は，ジナミトラ等によって翻訳され
た，チベットにおける仏教伝播初期のもので， wデンカル目録』に掲載されている10)。
本稿で、はデルゲ版 (TD)と北京版 (TP)を参照した。なおチベット大蔵経には，カマラ
シーラ (Kamalasila)による本経の注釈 (KT)が収められているので，こちらも参照し
た。
経名について 本稿では経名を Ni・仰z'kaIPapraveiadhara1'Jiとしているが，これはス
ティラマティの引用に従ったまでであって(拙稿 lでもこの名称を用いた)，さしたる
根拠があるわけではない。むしろ，他文献での引用，あるいはチベット語訳に示され
る究文タイトルは，いずれも本経の名称を Avikalpapravesadhara1'Ji，あるいは省略し
て単に AvikalPapravesaとしている。ただし，本稿で示す党文テキストを見れば分か
るように，本経自体の中で‘nirvikalpa'と‘avikalpa'は混用されている。ところで，
本経では，経名に「経 (sutra)Jではなく「陀羅尼 (dharl仰の」とし、う名前が付いている。
しかしNPDは密教文献ではなし、。 ここにはいわゆる陀羅尼・マントラの類は全く見
出されなし、。寡聞にして他にこのような例があるのを知らないが，この場合の「陀羅
尼」の語は「短い要約的経典」の意味で用いられているのではなかろうか。なお，旧
レニングラード写本に奥付はないが，ギルギット写本のみ，その末尾で経名を
9) これまでも筆者は，事情が許す限り使用した写本の写真を掲載するように努めてきたが，
この旧レニングラード写本については，個人的な研究発表の許可は得ているものの，それが
写真掲載の許可まで含むのかどうか現時点では不明なため，今回は掲載することができなし、。
ただし，筆者の手許にある写真をコピー等の形で個人的にお見せするのは可能であると思わ
れるので，写真の必要な方は筆者まで連絡頂きたい。
10) Wデンカル目録~ M. La10u ed.， No. 197，芳村修基『インド大乗仏教思想研究~ (百華苑，
1974) p. 135， No. 196. 
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AvikalPapravesatrt nama maha(ya)nωutra(trt) と記し，1陀羅尼」のかわりに「大乗経」
の語を附している。
2.テキストの提示
以下に提示する党文テキストは，旧レニングラード写本を底本にして校訂されたも
のである。内容に従って全体を17のパラグラフに分割した。破損のため失われた部分
は，主としてチベット語訳を根拠に想定した。その場合，対応するチベット語訳を注
記しておくが，想定部分は括弧に入れ，それらがあくまで筆者による復元案にすぎな
いことを示した。ただし，イタリック体の箇所は筆者の想定ではなく，ギルギット写
本の平行箇所より補われたものであることを示している。旧レニングラード写本とチ
ベット語訳は一部を除いてよく一致するが，ギルギット写本については，相違が激し
く，これと同列に見ることはできない。旧レニングラード写本，あるいはチベット語
訳に用いられた原典とは異なる系統 (recension)に属する写本と見なすべきであろう。
従って，旧レニングラード写本の欠落部分を，ギルギ γ ト写本を根拠に復元すること
には大いに問題があるが，ここではチベット語訳を常に参照しつつ便宜的に使用した
と理解して頂きたい11)。
Sanskrit Text of the NirvikalPapravesadhara1Ji 
[ 1 ] (1b1) (evarp maya srutam ekasmin sa)maye12) bhagavan rajagrhe virahati sma / sa司
rvatraidh互tukaprativisi~tanirvika1padharmadhãtugarbhe prasade mahata bhik明司
sarpghena sardharp mahata ca bodhisattvasarpghena / tad yatha avi(ka)1pena ca 
bodhisattvena mahasattvena / avika1paprabhasena ca bodhisattvena mahasattvena / 
avikalpaca(1b2)(ndrena ca bodhisattvena mahasattvena / nirvikalpavire)IJ.a13) ca / nirvi-
kalpadharmanirdesakusalena ca / nirvikalpasvabhavena ca / nirvikalpamatina ca / nir-
11) なおふたつの写本のローマ字転写を本稿末に資料編として付け加えておくが，以下のテキ
ストでは，ローマ字転写において‘sic'の記号を入れた箇所は訂正し，また{ }内の不要
文字は削除し， C J内の文字については括弧を取り去った。さらに写本に現れる dharm-
ma， sarddha， suvaI'l).l).a， tatva， satva等の語形は正規形に戻し，サンディもできる限り正規形
に訂正したが，それらについてはいちいち注記しない。ローマ字転写を参照して頂きたい。
12) TP， TD， 'diskad bdag gis thos pa dus gcin na / TP， TDではこれに先だってsangsrgyas dang 
byang chub sems dpa' thams cad la phyag 'tshallo / (namal). sarvabuddhabodhisattvebhyal). 
という一文が入っている。写本の欠落スペースからすると，恐らく写本にも同様の一文があ
ったと思われるが，本文とは直接関係がないので省略する。
13) TPlb7-8， TD1b4， rnam par mi rtog zla ba dang / rnam par rtog med dpa' bo dang / bodhisa-
ttva， mahasattvaの語はチベット語訳には見られないが，欠落スベースからして，写本では
前者の菩薩名についてのみこの二語が付加されていたものと思われる。
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vikalpanadena ca / nirvikalpasphara~悶laca / nirvikalpasvareI).a ca / mahesvareI).a ca / 
nirvikalpamahamaitrisvareI).a ca / avalokitesvareI).a (ca) bodhisattvena sardham (1) 
[ 2] tatra khalu bhagava(l b3)(n anekasatasahasraya par号adaparivrtal;t puraskrto)14) 
dharmaIl1 desayati sma / yad uta dharmaI).aIl1 nirvikalpatam arabhya / atha khalu bha-
gavan samantaIl1 sarvavatiIl1 bodhisattvapar号adamavalokya bodhisattvan amantraya-
te sma / dharayata yuyaIl1 kulapi.1tra avikalpapravesaIl1 nama dharaI).iIl1 yam avikalpa-
pravesaIl1 dharaI).iIl1 dharayan bodhisattvo ma(l b4)(hasattvo buddhadharman laghu-
laghu saIl1padayati ya)thakalaIl115) ca vise詞yaparaiti / 
[ 3] atha tasyam eva par号adyavikalpaprabhaso16) nama bodhisattvo mahasattval;t / sa 
utthayasanad ekaIl1sam uttarasangaIl1 krtva dak~iI).añ janumaI).c;lalaIl1 pJ;thivyaIl1 pra-
ti~thãpya yena bhagavaIl1s tenanjaliIl1 praI).amya bhagavantam etad avocat / ni-(1 b5) 
(rvikalpaprave詔Il1dharaI).iIl1 desayatu bhagavan /)17) yaIl1 srutva bodhisattva mahasa-
ttva dhãrayi~yanti / vãcayi~yanti / yonisas ca manasikari号yanti/ parebhyas ca vista-
reI).a saIl1prakasayi号yanti/ evam ukte bhagavan五ha/ tena hi kulaputral;t sr早usadhu 
ca su号thuca manasikuru (1) bhã~i~ye 'ham a(1b6)(vikalpaprave錯Il1dharaI).iIl1 / sadhu 
bhagavann iti te bo)dhisattva18) bhagavatal;t pratyasrau号ul;t/ 
[ 4] bhagavaIl1s te号沿netad avocat / iha kulaputra bodhisattvo mahasattvo 'vikalpadhi-
pateyaIl1 dharmaIl1 srutvavikalpam asayaIl1 sannivesya sarvavikalpanimittani pariva-
rjayati / sa tatprathamatal;t prakrtivikalpanimittani pariva(1 b7)(rjayati sarvaI).i / yad uta 
grahyaIl1 va grahakaIl1 va / tatredaIl1)19) prakrtivikalpanimittaIl1 yat sasrave vastuni ni-
mittaIl1 / sasravaIl1 punar vastu pancopadanaskandhal;t / yad uta r包popadanaskandhal;t/
vedanopadanaskandhal;t / saIl1jnopadanaskandhal;t / saIl1skaropadanaskandhal;t / vij負5
nopadanaskandhas ca / kathaIl1 punas tani vikalpanimitta(1 b8)(ni parivarjayati / abha-
sagamanayogenamukhibhutany ama)nasikaratal;t20) / 
[ 5] tasya tani kramaso vikalpanimittani parivarjayatal;t tadanyani pratipak~anirii・
paI).avikalpanimittani samudacaranty amukhibhavanty abhasakaraI).ayogena (1) yad 
uta dananiriipaI).avikalpanimittaIl1 /釘laniriipaI).avikalpanimi(2a1 )(taIl1 / k~ãntini­
riipaI).avikalpanimittaIl1 / viryanirii)paI).avikalpanimittaIl121) / dhyananiriipaI).avikalpa-
nimittaIl1 / prajnaniriipaI).avikalp 
14) TP2a3， TD2a1， •.• 'khor brgya stong du mas yongs su bskor te / mdun gyis bltas nas /… 
15) TP2a5， TD2a3，…byang chub sems dpa' myur ba myur bar sangs rgya kyi chos rnams bsgrub 
cing rtag tu.. 
16) MSL， avikalpapraveso. TP2a6， TD2a4， rnam par mi rtog snang ba (avikalpaprabhasa). 
17) TP2a7-8， TD2a5-b1， bcom ldan 'das ". r・nampar mi rtog par 'jug pa'i gzngs bshad du gsol / 
18) TP2b1， TD2a6-b1， ngas rnam par mi rtog par 'jug pa'i gzungs bshad do / bcom ldan 'das legs 
so zhes gsol to / byang chub sems dpa' . 
19) TP2b3-4， TD2b2， gzung ba 'am 'dzin pa 'ang rung rang bzhin la rnam par rtog pa'i mtshan ma 
thams cad yongs su spong ngo / de la … 
20) TP2b6， TD2b4， snang bar 'gyur ba'i tshu1 gyis mngon du gyur pa dag yid la mi byed pas 
yongs su spong ngo/ 
21) TP2b8， TD2b6， bzod pa la dpyod rnam par rtog pa'i mtshan ma dang / brtson 'grus la dpyod 
rnam par rtog pa'i mtshan rna dang / 
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rupal).ato va / saranir百pal).atova / sa tany api pratipakl?anirupal).avikalpanimittany ama-
nasik互rata1).parivarjayati / 
[ 6] tasya tani pari(2a2)(varjayata1). tadanyani tattvanirupal).avikalpani)mittani2) sa-
mudacaranty amukhibhavanty abhasagamanayogena / yad uta釦nyatanirupal).avika-
lpanimittarp / tathatanirupal).avikalpanimittarp / bhutakotinirupal).avikalpanimittarp (1) 
(animitta)paramarthadharmadhatunirupal).avikalpanimittarp23) / yad uta svalakl?al).ani-
rupal).ato va / gul).aniru(pa)早atova (2a3) (saranirupaηαto va / sa tany aPi tattvaniru-
paηα)vikalpanimittany24) amanasikarata1). parivarjayati / 
[ 7] tasya tany api parivarjayato 'pa尚早ipraptinirupal).avikalpanimittani samudacara-
nty amukhibhavanty abhasagamanayogena / tad yatha prathamabhumipraptinirupal).a-
vikalpanimittarp / yavad dasa(ma)bhumipraptinirupal).avika(2a4)(lpanimittam / anutpa・
ttikadharmak!iantipraptiniru)pal).avikalpanimittarp25) / vyakaral).apraptinir包pal).avika-
lpanimittarp / buddhak号etraparisuddhipraptinirupal).avikalpanimittarp/ sattvaparipa-
kapraptinirupal).avikalpanimittarp / abhi明kapraptinirupal).avikalpanimittarp/ yavat sa-
rvakarajnatapraptinir百pal).avikalpanimittarp26)(2a5) (1yad uta svalak!ia1J，aniru.仰加tova 
guηαnirupaηato V)a27) saranirupal).ato va / sa tany api praptinirupal).avikalpanimitta-
ny amanasikarafa1). parivarjayati / 
[ 8] evarp sa bodhisattvo mahasattva etani sarvakaravikalpanimittany amanasikara-
ta1). parivarjayan suprayukto bhavaty avikalpena28) / naca t置.vadavikalparp dhaturp 
spJ;sati (2a6) (1asti tv e~a yonisalJsamadhir avikalpadhatu1fl)29) sparsanayai (1) sa tasya 
samyakprayogasya30) bhavananvayad bahulikaral).anvayat samyanmanasikaranvayad 
anabhisarpskarad anabhogato vavikalparp dhaturp spJ;sati / kramel).a ca parisodhaya-
til 
[ 9] kena karal).ena kulaputra avikalpadhatur avikalpa ity ucyate / sa(2a7)(rvavikaIPani-
rup仰 αsamatikrantatamupad，砂α31)/ de)sanadarsanavikalpasamatikrantatam32) upada-
2) TP3a2， TD2b7， des de dag yongs su spong ba na gzhan de kho na la dpyod pa'i mam par rtog 
pa'i mtshan ma mams… 
23) animittaはMSLに欠く。 TP，TD，MSGより補う。ただしMSG(6a1)では，先立つbhutakoti
と複合語を形成している。
24) MSG(6a4-5). 
25) MSG(6b4-S). 
26) MSG(7a3-4)， sarvaj面白praptinirupal.avikalpanimittam.
27) MSG(7a4-S). 
28) 完全には一致しないが，アドヴァヤヴァジュラ (Advayavajra)に引用される。 tathaAvika-
lpapravesadhar，仰lya1'fl“bodhisattvomah亙sattva/.1sarvavikalpanimittani akaragatikany (sic， 
read abhasa-) amanasikarat/.1 parivarjayati". Advayavajrasa1'flgraha (G. 0. S. No. XL， Baroda， 
1927)， p. 60，密教聖典研究会「アドヴァヤヴァジュラ著作集 (2)J r大正大学綜合仏教研究
所年報Jl13号 (1989)pp. (136)-(137).これは矢板秀臣氏担当部分。
29) MSG(7b4-S). 
30) MSL， sa(!) tatya(!) samyak*prayogasyanvayad(!). MSG(7b6) + tasya samyakprayogasya. 
31) MSG(8a3-4).これに先立つ一文も含めて，完全には一致しないがアドヴァヤヴァジュラに引
用される。Avik初a~砂p仰aψ:prave尼'esadhãra仰坦紗yã:ηm官“ken回l悶ak回cã亙ral.l悶1
i住tyuc句y沼剖a拭tes鈎arvav吋ikalpan凶limi治t枕asama拡副tikr亘n凶lta拭t置mup亙daya".Adva.のryaωvajrasa1'fl，伊zgraha，op. cit.， p.61， 
前掲「アドヴァヤヴァジュラ著作集 (2)J pp. (140)-(141). 
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ya / sarvavikalpanimittasamatikrantatam upadaya / sarvendriyavikalpasamatikranta-
tam upadaya / sarvavi号ayavikalpasamatikrantatamupadaya / sarvavijnaptivikalpasa-
matikr互ntatamupadaya / sarvaklesopakle(2a8)(sajneyava1i仰 aniralayatan;copadaya / 
te仰のほ)te33)'vikalpo dhatur avikalpa iti / 
[10] katarat tad avikalparp.34) (/αvz初訪0)'rilpo 'nidarsano 'prati斜hito'nabhaso 'vijna-
ptir aniketana iti35) / avikalpadhãtuprati~thito hi bodhisattvo mahasattvo j負eyanir-
visi~tena nirvikalpena jnanenakasasamatalan sarvadharman pasyati / (2b1) (tat-
p:r~thalabdhena jnanena mayamaricisvapnapratibha)sapratisrutkapratibimbodaka-
candranirmitasam互n36)sarvadharman pasyati / tato mahasukhaviharavibhutvavai-
pulyatan ca pratilabhate / mahacittasam:rddhivaipulyatan (ca) pratilabhate / mahapra-
jn五jnanavaipulyatanca pratilabhate / mahadesanaviharavibhutvavaipulyatan ca pra-
(2b2)(tilabhate / sarvakalasarvakarasarvasattvarthaka)ra明pratibalas37)ca bhavati / an-
abhogabuddhakaryapratiprasrabdhital). / 
[11] tad yatha kulaputra ekaghanasaramayasya pã~ãI，laparvatasyãdhastãn mahanana-
ratnaparipurI，lanidhil). sy剖 (1)bhasura平亙rp.vicitrむlarp.mahacintamaI，liratnanarp. / yad 
uta rupyaratnasya va / suvarI，laratnasya va / (2b3) (asmagarbhananaratnasya v亘/atha 
khalv ekatyal). puru)卵 38)agacchen mahanidhanenarthi (1) tarp. mahanidhanabhijnal). 
puru平aevarp. vaded (1) etasya bhol). puru号aekaghana(sara)mayasya pã~ãI，laparvatasyã­
dhastan maharatnanidhanarp. / bhasuraI，larp. ratnanarp. paripurI，larp. tasyadhastan maha-
cintamaI，liratnanidhanarp. / sa tvarp. tatal). prak:rtipa号aI，lamevotkhanasva (2b4) (1tad-
32) MSG(8a4-5)， desanavidarsanasamatikrantatam. 
3) MSG(8a6-8b1)， sarvaklesopaklesavaral).aniralayatam...， TP3b6-7， TD3b3， nyon mongs pa 
thams cad dang shes bya'i sgrib pa thams cad kyi gnas med pa'i phyir te /… 
34) MSG(8b2)， katarac ca tad avikalparp. MSGでも avikalpaは中性形で示されている。次に示
される中性名詞jnanaに結びつく所有複合語と読むべきであろうが，疑問は残る。
35) MSG(8b2-4)， avika1po 'r百po'nidarsano 'prati;tho 'nabhaso 'vijnaptikam(!) aniketa iti.前注で
指摘したように，疑問文の主語が中性形であったのに対して，ここでは，答えの arupa以下
の6語が男性形形容調で示される。同じ一文はDhDhVに現れ，DhDhV世親釈の党文断簡
中より原文が回収されている。 tadanen亙.rupyanidarsanam aprati号thamanabhasam av加apti-
kam aniketam it nirvikalpasya jnanasya yathasutrarp. 1ak$al).am abhidyotitarp. bhavati / (W山
口益仏教学文集』下巻，春秋社1972，p.208)。このように DhDhVでは arupin以下の6語
が無分別智にかかる形容詞として中性形で現れる。山口博士はこれを『迦葉品 (Kasyatatari-
varta)J1 (Sta色-Ho1steined.， pp. 86-87， ~ 56-57)からの引用と見ているが，筆者はこれはNPD
からの引用ではないかと考えている。拙稿1(p. 44-45)参照。
36) MSG(8b4-5)， avikalpadhatuprati$thito bodhisatvo mahasa(5)tval，1 jneyani(r)visi号thena(!)
ni(r)vikalpena jnatena(!) mayapa(6)rici(!)gandharvanagarasvapnapratibhasabirp.badagaca-(!). 
MSGでは後半部が散逸しているが， MSLと全く異なる。無分別智と後得智が二つの文章に
分離されず，しかもガンダルヴァ城という MSLにない言葉が現れる。 TP3b1L4a2，TD3b4-5は
MSLに同じ。この箇所と同様の記述が前注で指摘した部分に連続して DhDhVにも現れる(拙
稿1，pp.44-45参照)。さらにこの箇所は『唯識三十煩』の安慧釈(TrirrtSikãvijñaþtibhã~ya)， 
カマラシーラの『第三修習次第(3rdBhavanakrama)J1， ラトナーカラシャーンティ (Ratnaka-
ras亙nti)のSaratama等にも引用される(同じく拙稿1，pp.41-42参照)。
37) TP4a3-4， TD3b7，…'thob po / / dusthams cad du sems can thams cad kyi don gyi rnam pa tha-
ms cad kyang byed nus par 'gyur te / 
38) TP4a5， TD4al-2， rdo'i snying po rin po che sna tshogs kyi…de nas gter chen po 'dod pa'i mi 
1a la zhig… 
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utkhanatas te riipyapratibhasalll pal?alJ.am a)bhasam agamil?yati39) (1)tatrapi tvaya ma-
hanidhanasallljna na kartavya / tat parijnayotkhanitavyal1 / tadutkhanatas te suva-
rlJ.a(pratibhasalll) pal?alJ.am abhasam agamil?yati / tatr五pitvaya mahanidhanasallljna 
na kartavya / tad api parijnayotkhanitavyalll / tadutkhanatas te nanaratnapratibhasalll 
pal?alJ.a(2b5)(m abhasam agami号yati/ tatrapi tvaya mahanidha)nasallljna na kartaηra40) / 
tad api parijnayotkhanitavyam / evalll hi tvalll bhol) puru号asuprayuktas tadutkhanito 
'bhisalllskaram antarelJ.aprayatnenaiva mahacintamalJ.iratnanidhanalll drakl?yasi / ta-
syacamah五ratnanidhanasyaprati1ambhat tvam aQ.hyo bhavi号yasi/ mahadhano mah互-
bhogalJ. svapararth句usama(2b6)(rtho bhavil?yatiti /) 
[12] (tatha hi kulaputra iyam upama kr)ta40 yavad evasyarthasya vijnaptaye / ekaghana司
saramayapal?alJ.aparvata (iti salllklesadvayapratyupasthitasya salllskaraprakaranam 
etad adhivacanalll / adhastan mahacintamalJ.iratnanidhanam ity avikalpadhator etad 
adhivacanalll /)42) mahacintamalJ.iratnanidhanenarthiti bodhisattvasya mahasattva-
syaitad adhivacanalll / maharatnanidhanabhijnalJ. puru明 ititathagatasyarhatalJ. samyak-
salllbuddhasyaitad adhivacanalll / prakrti(2b7)(pal?alJ.am iti prakrtivikalpanimitta-
nam e)tad adhivacana1l43) / utkhananam iti amanasikarasyaitad adhivacanalll (1) rupya-
pratibhasalll pa号亙早amiti pratipak平aniriipalJ.avikalpanimittanametad adhivacanal1 / su-
varlJ.apratibhasalll pa弱lJ.amiti sunyatadivikalpanimittanam etad adhivacanalll / nan吾
ratnapratibhasa(lll) pa詞lJ.a(2b8)(mitiρraptivikalpanimittanam etad adhivaca)na1l44) / 
mahacintamalJ.iratnanidhanasya prati1alllbha ity avikalpadhatusparsanay亙etadadhi-
vacanalll (1) iti hi kulaputral) anenopamopany五senavikalpapraveso45)'nugantavyal) / 
[13] kathalll punal) ku1aputra bodhisattvo mahasattva etani yathanirdi号tanivikalpani-
mittani vyupapari(3a1)(k$ama:ηo 'vikalPadhatu1flρravisati / iha kula)putra46) avikalpa-
dhatupratil?thito bodhisattval) mahasattvalJ. rupaprakrtivikalpanimitta amukhibhuta 
evalll vyupaparikl?ate / yo mama riipam iti carati vikalpe carati / pare号allriipam iti ca-
rati vikalpe carati / riipam idam iti carati vikalpe carati / riipam utpa(3a2)(砂ate/ ni-
rudhyate / sa1flklisyate / vyavad，φata iti cara)ti47) vikalpe carati / nasti rupam iti carati vi幽
39) TP4a7， TD4a3， de brkos pa dang dngul du snang ba'i rdo khyod la snang bar 'gyur ro / 
40) TP4b1， TD4a4-5，…snang bar 'gyur te / / dela yang khyod kyis gter chen por 'du shes mi bya'i 
41) TP4b3， TD4a6，…yong par gyur ro zhes smras pa ltar rigs kyi bu dag jitsam du …dperbyas 
pa ste / 
42) この部分は写本に欠落し，しかも欠落を示す空白が見られる。 TP4b3-4，TD4a6-7，… zhes 
bya ba de ni 'du byed kyi rnam pa kun nas nyon mongs pa dang / / gnyis la so sor nye bar gnas 
pa'i tshig bla dags so / / 'ogna yid bzhin gyi nor bu rin po che'i gter chen po zhes bya ba de ni 
rnam par mi rtog pa'i dbyings kyi tshig bla dags so / 
43) TP4b6， TD4bl-2， brag ces bya ba de ni rang bzhin la rnam par rtog pa'i mtshan ma rnams kyi 
tshig bla dags so / :最初の prakrtiはTには見られない。
4) MSG(12al-2). 
45) TP5a1， TD4b4， rnam par mi rtog pa'i dbyings su 'jug po (avikalpadhatupravesa). MSG は
MSLに同じ。
46) MSG(12b1)， -k号amano'vikalpadhatuIl pravisati / evam avikalpa-， TP5a2， TD4b5，…rnam par 
mi rtog pa'i dbyings su 'jug ce na / rigs kyi bu dag 'di la … 
47) MSG(12b5-6). 
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kalpe carati / svabhavato 'pi n亙sti(1) hetuto 'pi nasti (1) phalato 'pi nasti / karmato 'pi 
nasti / yogato 'pi nasti / vl;tito 'pi nasti rupam iti carati vikalpe carati / vijnptim五traql
rupam iti carati vikalpe carati / yatha (3a3) (ri1Pan:z nasti tatha ri1papratibhasa vijnaptir 
aPi na)stiti48) carati vikalpe carati / 
yatas ca kulaputra bodhisattvo mahasattvo r包pamiti nopalabhate / rupapratibha-
sam api vijnaptin nopalabhate / na ca sarvelJ.a sarvaql vijnaptiql viparilJ.扇町ati/ na ca-
nyatra vijnapter anyaql ka色ciddharmam upalabhate / tan ca vijnaptim abhavata1). (3a4) 
(na samanupa砂αti/仰 canyatravijnapter abhavan:z samanu)pasyati49) / tasyas ca rupapra-
tibhasaya vijnapter abhavaql taya vijnaptya naikatvena samanupasyati / na prthak-
tvena samanupasyati / na ca vijnaptyabhavaql bhavata1). samanupasyati / nabhavata1). 
samanupasyati / ebhi1). kulaputra1). sarvakarai1). sarvavikalpair yo na vikalpayaty aya-
(3a5)(m avikalpadhatur iti na samanupasyati /) 
(ayaql kulapu)tra1).50) pravesanayo 'vikalpasya dhato1). / eva(ql) ca bodhisattvo ma-
hasattvo 'vikalpadhatuprati号thitobhavati / evaql vedanaya1). saqljnaya1). saqlskara頃m
vijnanasya / evaql danaparamitaya1).釘laparamitaya1).kl?antiparamit五yal.)viryaparami-
taya1). dhyana(3a6)(paramit骨劫ρrajn，φaramitのalJ，/ evan:z su)nyatadinaql51) yavat sarva-
karajnataya yojyam / 
[14] iha kulaputr亙1).bodhisattvo mahasattva1). sarvakarajnatanirupalJ.avikalpanimitta 
amukhibhuta evaql vyupapar政相te/ yo mama sarvakarajnateti carati vikalpe carati / 
pare詞qlsarvakarajnateti carati sa vikalpe (3a7) (carati / sarvakarajnateyam iti carati 
vikalPe ca)rati52) / sarvakarajnata pr亙pyata江icarati vikalpe carati / sarvakarajnata sa-
rvaklesajney五vara早aprahalJ.ayeticarati vikalpe carati / (53…sarvakarajnataya nanyat 
traidhatukaql可ravadanaditi carati vikalpe carati / sarvakarajnatotpadyate / ni明
rudhyate / saqlklisyate / vya(3a8)(vadayata iti carati vikalpe carati / nasti sarva)karajna-
teti carati vikalpe carati・53)/ svabhavato 'pi n亙sti/ hetuto 'pi nasti / phalato 'pi nasti / 
karmato 'pi nasti / yogato 'pi nasti / vrttito 'pi nasti sarvakarajnateti carati vikalpe ca-
rati / vijnaptimatra sarvakarajnateti carati vikalpe carati / yatha (3b1) (sarvakarajnata 
nasti tatha sarvakarajnatapratibha)sa54) vijnaptir api nastiti carati vikalpe carati / 
48) MSG(13a3-5). 
49) MSG(13b3-5)， MSGで、は，最初の samuanupasyatiに否定辞naは付いていない。 TP5a8，TD 
5a3に従う。
50) TP5b3， TD5a5，… de rnam par mi rtog pa'i dbyings so zhes kyang yang dag par rjes su mi 
mthong (TD， mtong ngo) / rigs kyi bu dag 'di ni… 
51) MSG(15aト2).
52) MSG(15a7-b1). MSGにiyamは欠落。
53) この部分については， MSG(15b4)は文章の一部が回収されるのみで後は欠落。 Tの前半部
は文章が相当異なっている。 TP6aト2，TD5b3， rnam pa thams cad mkhyen pa nyid shin du rna-
mp訂 byangba'o zhes spyod na rnam par rtog pa la spyod pa'o / rnam pa thams cad mkhyen 
pa nyid med do zhes spyod na rnam par rtog pa la spyod pa' 0 /テキストの冒頭部MSL(3a8)の
復元は T に従っていない。残された文章から，前節の同文箇所に一致すると見なした。な
お， Ch2はTに一致する。
54) TP6a3-4， TD5b5， ji ltar na rnam pa thams cad mkhyen pa nyid med pa de bzhin du rnam pa 
thams cad mkhyen pa nyid du snang ba'i… 
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yatas ca bodhisattvo mahasattvo yathaiva sarvakarajnatan nopalabhate / tathaiva 
tatpratibhasam api vijnaptin nopalabhate / na ca sarvel).a sarval1 tadvijnaptil1 vi-
pral).aSayati / na canyatra tadvijnapter anyal1 kancid dharmam upalabhate / abha-
(3b2)(vatas ca tal1 vijnaptil1 na samanupasyati / na canyatra vijna)pter5) abhaval1 sa-
manupasyati / na ca tasya vij負apterabhava(l1) taya vijnaptya ekatvena samanupasyati 
/ na prthaktvena samanupasyati / na ca tasya vijnapter abhaval1 bhavatalJ. samanu-
pasyati /踊bhavatalJ.samanupasyati / ebhilJ. kulaputralJ. sarvakarailJ. sarvavikalpair yo 
na vika(3b3)(lpayaty ayam avikalpadharmadhatur iti na samanupasyati乃56)
evam ayam pravesanayo 'vikalpasya dhatolJ. / eval1 hi kulaputra bodhisattvo maha-
sattvo 'vikalpadhatupratil?thito bhavati / 
[15]57) (asya kulaputra dharmaparyのasyaudgrah仰 alekhanavacanadbahutara仰ρunyan:z
nanv eva ga免ganadivalukopamatmabhavaparityagasyananv eva gan:zganadivalukopama-
lokadhatuparipurnarafnadanasya nanv eva gan:zganadivalukopamalokadhatupariPurηa-
tathagatabin:zbakarapaηαpuηryaskandhasyeti /) 
[16] atha kha1u bhagaval1s tasyal1 ve1ayal1 ime gathe abh雨ata/58) 
avikalpasayo59) bhiitva saddharme 'smin jinatmajalJ. / 
vika1padurgal160) vyatitya (3b4) (kraman nifikalPam ap仰 te/ 1/) 
(prasantam acalan:z srefithωfl vaia)vartisamasamal1 / 
avika1pasukhal1 tasmad bodhisattvo 'dhigacchati //2// 
[17] idam avocad bhagavan attamana avikalpaprabhasas ca bodhisattvo mahasattvalJ. 
sa ca sarv亙vatipar号atsadevamanu号asuragandharvasca 1oko bhagavato bhal?itam 
abhyanandann iti / 
3.和訳
[1J語り出し61) 次のように私は聞いた。ある時世尊は，ラージャグリハ(王舎城)
の，三界に属するすべてを超越した無分別法界 (nirvika1padharmadhatu) を蔵 (ga-
5) TP6a6， TD5b6-7， rnam par rig pa de yang dngos po med par yang dag par rjes su mi mthong / 
rnam par rig pa ma gtogs par dngos po… 
56) TP6alLb1， TD6a2， ...gang rnam par ma brtags pa de rnam par mi rtog pa'i chos kyi dbyings 
so zhes kyang yang dag par rjes su mi mthong ngo / 
57) 本節は MSLに欠落。 MSG(15b6-16a4) より補う。 T，Ch2には同様の文章が見られるが，
Ch1には欠落。
58) 以下の2備については， MSG(16a6-b3) でも一部が欠落して不完全であるが，Mahamめla-
tantra(ikaなる文献(筆者未見)に2傷とも引用されていることがVrajava11abhaDvivedi氏
によって指摘され，党文が紹介されている (Dhi，No. 3， 1987， p.35)0 MSLの欠落部分はこの
指摘から補う。
59) MSG(16a6)， avikalpanayo. 
60) MSG(16b1)， vika1pamargalll. 
61) 本文に先立つて「すべての仏陀・菩薩に帰依したてまつる。」との一文が入っていたと思
われるが省略。注12参照。
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rbha) とする楼閣 (prãsãda) に，おおぜ、いの比丘の僧団 (bhik~usarp.gha) と，おおぜい
の菩薩の僧団(bodhisattvasarp.gha)と一緒に滞在しておられた。すなわち無分別(Avi幽
kalpa)菩薩摩詞薩，無分別光(Avikalpaprabhasa)菩薩摩詞薩，無分別月 (Avikalpaca-
ndra)菩薩摩詞薩，無分別勇 (Avikalpavira) (菩薩摩詞薩]，無分別説法善巧 (Nirvika-
lpadharmanirdesakusala)(菩薩摩詞薩]，無分別自性 (Nirvikalpasvabhava)(菩薩摩詞
薩]，無分別慧 (Nirvikalpamati)C菩薩摩詞薩]，無分別耽 (Nirvikalpanada)C菩薩摩詞
薩]，無分別遍 (Nirvikalpaspharal).a)C菩薩摩詞薩]，無分別声 (Nirvikalpasvara)(菩薩
摩詞薩]，大自在 (Mahesvara)(菩薩摩詞薩]，無分別大慈声 (Nirvikalpamahamaitri・
svara)C菩薩摩詞薩]，観自在菩薩 (Avalotitesvara)C摩詞薩〕と一緒に〔滞在して〕お
られた。
[ 2 ]経典の名称 さてそこで世尊は，百・干の集会の者たちに取り囲まれ，尊敬を
集めて，もろもろの存在(法)が無分別であること (dharmal).arp.nirvikalpata)62lにか
んして教え(法)を説かれた。そこで世尊は，まわりの菩薩の僧団すべてを見渡して，
菩薩たちに語りかけた。「善男子たちょ，あなた方は『入無分別 (Avi・kalPaprave，必)Jと
名づける陀羅尼(dhar.仰のを保持すべきです。『入無分別陀羅尼』を保持する菩薩摩詞
薩は，速やかに仏陀の徳性(法)を成就し，時宜を得て (yat協同lam)63l卓越したもの
(vise号a)に到達するでしょう。」
[ 3 ]無分別光菩薩の登場 さてその同じ集会の中に，無分別光 (Avikalpaprabhasa)64l 
という名の菩薩摩詞薩がし、た。彼は座より起ち，一方の肩に上衣をかけて右膝を地面
につけ，世尊に向かつて合掌して，次のように世尊に申し上げた。「世尊よ， ~入無分
別陀羅尼』を説いて下さし、。菩薩摩詞薩たちはそれを聞いて，保持するでしょう。暗
唱するでしょう。如理に心に描くでしょう。そして他の人々に詳しく説明するでしょ
う。」このように言われると，世尊は仰った。「それでは聞きなさい，善男子たちよ。
62) TP2a3， TD2a2では「大乗においては，もろもろの存在が，云々」と訳されている。しかし
「大乗においては」の語は MSLにも Ch2にも見られない。但し Ch1には対応する語が含ま
れる。「其所演説謂以大乗無分別法而為発起 (S05b17-18)0 J 
63) (ya)thakalal11に対するチベット語訳はrtagtu (常に)であるので，原語が異なっていたと
思われる。注15参照。
64) この菩薩名は MSLにAvikalpapravesaとあるものをテキストで訂正したものである。 T，
Ch1， Ch2いずれもこの名称を支持する。第17節に同じ菩薩が再登場するが，そこでは MSL
もAvikalpaprabhasaである。ただしそれに対応する MSG(16b4)ではVimalaprabhasaとL、ぅ
全く異なる菩薩名が示される。このような点からも MSGが異なる recentionの写本であるこ
とが伺われる。
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善く，正しく心に描きなさい。『入無分別陀羅尼』を私は説いてあげよう。」それらの
菩薩たちは世尊に答えた。「世尊よ，どうぞそのように。」
[4J五種の排除65) 世尊は彼等に次のように語られた。「善男子たちょ，ここで菩
薩摩詞薩は無分別を主題とする教え(法)を聞いて，無分別に意志 (asaya)をとどめ
て，分別の原因(vikalpanimitta)すべてを排除するのです(parivarjayati)。まずその最
初にその人は，所取(grahya)あるいは能取(grahaka)である，第一義的な (prakrti)分
別の原因すべてを排除します。この場合，第一義的な分別の原因とは，有漏の事 (va-
stu)の原因となるものです。有漏の事とは五取組です。即ち，色取組，受取組，想取
離，行取離，識取離です。ではどのように分別の原因を排除するのであろうか。顕現
する(亙bhasagamana)とL、う仕方で現前している〔分別の原因〕を心に描かないこと
(不作意， amanasikara)からです。J66) 
[ 5 J六波羅蜜の排除 「彼が，それら分別の原因を順々に排除する時，それ以外の，
〔五取離の〕対治〔となる六波羅蜜〕の観察に対する分別の原因 (pratipak号ani-
rupalJ.avikalpanimitta) が顕現するとし、う仕方で出現し，現前するのです。即ち，布
施の観察に対する分別の原因，戒の観察に対する分別の原因，忍の観察に対する分別
の原因，精進の観察に対する分別の原因，禅定の観察に対する分別の原因，智慧の観
察に対する分別の原因が〔現前するのです。〕即ち〔それらは〕自性の観察 (sva司
bhavanirupalJ.a)という点から，属性の観察 (gulJ.anir百palJ.a)とし、う点から，核の観察
(saranirupalJ.a) とL、う点から〔現前するのです。〕彼は，それら対治の観察に対する
分別の原因をも，心に描かないことから排除するのです。」
65) この節から第7節までの4節に対してはDhDhVが言及している可能性が高い。 caturbhir
亙karairnimittaparivarjanapraveso vipak;;apratipak1;latathatadhigamadharmanimittaparivarja-
nato 'nugantavyぬ/I原因の排除への悟入は 4つの方法で，つまり，対治されるもの，対
治するもの，真如，獲得法なる原因の排除より理解すべきである。J(W山口益仏教学文集』
下巻，春秋社， 1972， p.208，翻訳については同書 pp.184-189)。これは DhDhV世親釈の
党文断簡より回収された文章であるが，vipak1;la (対治されるもの)が第4節，pratipak明(対
治するもの)が第5節， tathata (真如)が第6節， adhigamadharma (獲得法)が第7節に
対応すると思われる。これは本経第10節に見られる無分別智と後得智にかんする所説と
DhDhVとの関連(注35参照)を併せて，NPDとDhDhVとの前後関係，即ちDhDhVの成
立は，従来考えられていた時代よりはるかに下るのではないか，従って DhDhVが，無著(ア
サンガ)の信仰上の存在であった弥勤菩薩から無著自身へ，無著から弟の世親へという伝承
の中で生み出された論典とは見なせないのではないかとし、う疑問を筆者は強く感じる。
66) 直接の引用ではないが，この節に言及していると見なされる文献にカマラシーラの『第一
修習次第 (1stBhãva持ãkrama)~ がある。 yatpunar uktam Avikalpapraveiadhara1Jyarz“amana-
sikarato rupadinimittal1 varjayati" it， G.Tucci， M初orBuddhist Texts， Part I (Rome， 1958)， 
p.212. 
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[ 6 ]真実の排除 「彼が，それら分別の原因を排除する時，それ以外の，真実 (ta-
ttva) の観察に対する分別の原因が顕現するとL、う仕方で出現し，現前するのです。
即ち，空性(釦nyata)の観察に対する分別の原因，真如 (tathata)の観察に対する分別
の原因，実際(bhutakoti)の観察に対する分別の原因，無相(animitta)と勝義(parama-
rtha)と法界(dharmadhatu)の観察に対する分別の原因が〔現前するのです。〕即ち
〔それらは〕自相の観察 (svalak:;;a明nirupaI).a)とし、ぅ点から，属性の観察という点か
ら，核の観察という点から〔現前するのです。〕彼は，それらの真実の観察に対する
分別の原因をも，心に描かないことから排除するのです。」
[7]獲得の排除 「彼が，それらを排除したとしても，それとは別の，獲得 (pr五-
pti)の観察に対する分別の原因が顕現するという仕方で出現し，現前するのです。即
ち，初地 (prathamabhumi)の獲得の観察に対する分別の原因，ないし第十地 (dasa-
mabhumi)の獲得の観察に対する分別の原因，無生法忍(anutpattikadharmak:;;anti)の
獲得の観察に対する分別の原因，授記 (vyakaraI).a) の獲得の観察に対する分別の原
因，仏国士清浄(buddhak明traparisuddhi)の獲得の観察に対する分別の原因，衆生成
熟 (sattvaparipaka)の獲得の観察に対する分別の原因，濯頂 (abhi平eka)の獲得の観察
に対する分別の原因，ないし一切種智性 (sarvakarajnata)の獲得の観察に対する分別
の原因が〔現前するのです。〕即ち〔それらは〕自相の観察という点から，属性の観
察という点から，核の観察という点から〔現前するのです。〕彼は，それらの獲得の
観察に対する分別の原因をも，心に描かないことから排除するのです。」
[ 8 ]無分別界に触れる 「以上のようにして，その菩薩摩詞薩は，それらの，あら
ゆる種類の分別の原因を心に描かないことから排除しつつ，無分別をよく勤修したも
の(suprayukta)となるのです。しかしそれだけでは無分別界 (avikalpodhãtu~) に
触れたことにはなりません。無分別界に触れるための如理三昧 (yonisa~ samadhi)が
あるのです。その〔ための〕正しい加行 (samyakprayoga)は，修習 (bhavana)が
伴い，多く為すこと (bahullkara明)が伴い，正しく心に描くことが伴なうが故に，
〔心に〕概念化すること (abhisa111skara)も，努力すること(五bhoga)もなく，その人は
無分別界に触れるのです67)。そして順々に浄化してゆくのです。」
67) この一文の前半部が，ラトナーカラシャーンティの Madhyamakalatrtkaropadesaにヲ|用さ
れていることが海野孝憲 fMadhyamakala111karopadesaの和訳解説JW名城大学人文紀要』ノ
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[9J無分別界は分別なきもの 「善男子たちょ，どうして無分別界は分別なきもの
と言われるのかというと，すべての分別の観察 (vikalpanir百paI，la)を超越しているか
らです。説くこと (desan亙)見せること (darsana)の分別を超越しているからです。す
べての分別の原因 (vikalpanimitta)を超越しているからです。すべての感官(根)の
分別を超越しているからです。すべての対象 (vu;;aya)の分別を超越しているからです。
すべての表象 (vijnapti)の分別を超越しているからです。すべての，煩悩・随煩悩な
る〔障害〕と認識対象(jneya)に対する障害に無執着 (niralaya)であるからです。そ
れ放に，無分別界は分別なきものと言われるのです。」
口OJ無分別智と後得智68) Iその無分別とは如何なるものかというと， <無分別は
形をもたす。(arupa)，見えることなく (anidarsana)，住することなく (aprati号thita)，顕
現することなく (anabhasa)，表象をもたず(avjnapti)，基底なきもの (aniketana)であ
る》と〔言われています。〕無分別界に住する菩薩摩詞薩は，認識対象と無区分なる
(jñeyanirvisi~ta) 無分別智によって，一切の存在を虚空 (ãkasa) の表面 (tala) に等し
いものと見るのです。その後で得られる智(後得智)によって，すべての存在を幻
(maya)，陽炎(mari:ci)，夢(svapna)，影(pratibhasa)，こだま (pratisrutka)，鏡像(pra-
tibimba)，水月 (udakacandra)，変化 (nirmita)に等しいものと見るのです。それから，
大いなる安楽 (mahasukha)に住することに自在で、あること (vibhutva)の広大性 (vai-
pulyata)を獲得し，大いなる心の繁栄 (cittasamJ;ddhi)の広大性を獲得し，大いなる
慧(prajna)と智G臼na)の広大性を獲得し，大いなる教え (mahadesana)に住すること
に自在であることの広大性を獲得し，すべての時間にわたって，衆生に対するあらゆ
る種類の利益を為す(arthakaraI，la)に適したもの (pratibala)となるのです。〔なぜ、広大
なのかといえば〕努力することなき (anabhoga)仏陀の所作 (buddhakarya)は止むこ
とがない (apratiprasrabdhi)からなのです。」
口lJ鉱山の比轍 「例えば，善男子たちよ，堅い岩盤で、で、きた (ekaghanasarama-
ya) 岩山 (pã~ãI，laparvata) の内部に，種々の宝石に満ちた大鉱脈 (nidhi) があるとしよ
う。即ち，銀宝 (rupyaratna)，金宝 (suvarI，laratna)，璃瑠の種々の宝 (asmagarbhanana-
¥32集 (20巻l号， 1984)， p.3より知られるが，海野氏は NPDの経名を経名として正しく
読んでいない。なお，海野氏は同じタイトノレの和訳研究を同紀要に複数発表しているので読
者は混乱をきたすが，これは，その lである。なぜ、発表順に番号を付けないのか筆者には理
解不能。
68) この一節はDhDhVとの関係で種々の問題をはらむ。注35，65参照。
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ratna)といった，輝く (bhasura)， 様々の〔宝で満ちた〕大いなる如意宝珠 (maha-
cint互mal).iratna)(の大鉱脈があるとしよう。〕さて，ひとりの男が大鉱脈を求めてや
って来るとしよう。〔そこで〕大鉱脈について知識がある〔別の〕男が彼にこのよう
に言うとしよう。『おお君，この堅い岩盤でできた岩山の内部に宝の大鉱脈があるぞ。
この内部には，輝く宝の満ちた大いなる如意宝珠の鉱脈があるぞ。ここから君は，最
初の岩 (prakrtipai?al).a)を掘り進んだらいい。君が掘り進むと，銀の姿をした (rupya-
pratibhasa)岩(p勘両a)が現れるだろう。しかしそれで大鉱脈に対する君の思い (sarp.-
jna) を終わらせるべきではない。それを分かれば， cさらに〕掘り進むべきだ。君が
掘り進むと，金の姿をした岩が現れるだろう。しかしそれで大鉱脈に対する君の思い
を終わらせるべきではない。それを分かれば， cさらに〕掘り進むべきだ。君が掘り
進むと， c璃瑠の〕種々の宝(nanaratna)の姿をした岩が現われるだろう。しかしそれ
で大鉱脈に対する君の思いを終わらせるべきではなし、。それを分かれば， cさらに〕
掘り進むべきだ。おお君，このようにそれを掘り返しょく励めば (suprayukta)，C最
後には〕概念化 (abhisarp.skara)なく，努力 (prayatna)なくして，大いなる如意宝珠
の鉱脈を発見するだろう。そして，その宝の大鉱脈を獲得して，君は金持ち (aclhya)
になるだろう。大資産家 (mahadhana)，大富豪 (mahabhoga)，自と他の利益をかなえ
る人 (samartha)になるだろう。』と。」
[12Jこの比日識が象徴するもの 「実に，善男子たちょ，どれだけの意味を知らせる
ために，この比除が作られたので、あろうか。《堅い岩盤で、で、きた岩山》とは，雑染と
二つのものに止まる人にとっての69)種々なる諸行に対する例え(増語， adhivacana) 
なのです。《内部に宝の大鉱脈》とは，無分別界の例えなのです。《如意宝珠の鉱脈を
求める人》とは，菩薩摩詞薩の例えなのです。《大鉱脈について知識がある〔別の〕
男》とは，如来にして阿羅漢にして正等覚である者の例えなのです。《最初の岩》と
は，第一義的な分別の原因 (prakrtivikalpanimitta)の例えなのです。《掘り進むこと》
とは，心に描かないこと (amanasikara)の例えなのです。《銀の姿をした岩》とは，c五
離の〕対治〔である六波羅蜜〕の観察に対する分別の原因の例えなのです。《金の姿
をした岩》とは，空性等の分別の原因の例えなのです。《種々の宝の姿をした岩》と
は， c十地等を〕獲得することに対する分別の原因の例えなのです。《大いなる如意宝
69) KTP(168b8 f.)， KTD(l41a3めによると，1"雑染」とは，無始時来なじんだ煩悩と業と生を
相とする雑染を包括した「雑染」であり， 1"二つのもの」とは，断と常の辺等に執着するこ
とであるという。
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珠の鉱脈の獲得》とは，無分別界に触れることの例えなのです。以上のように，善男
子たちょ，この比轍の説示するところをもって無分別〔界〕に入ることを理解すべき
です。」
口3J無分別界に入る(その 1) Iで、は善男子たちょ，菩薩摩詞薩は，説かれた通
りのこれらの分別の原因を観察しつつ，どのようにして無分別界に入るのであろうか。
ここで善男子たちょ，無分別界に住する菩薩摩詞薩は，色 (rilpa) という第一義的な
分別の原因が現前する時，このように観察するのです。『私の色である。』と行じてい
る(carat)時，分別を行ずることになるのだ (carati)o ~他人の色である。』と行じてい
る時，分別を行ずることになるのだ。『これは色である。』と行じている時，分別を行
ずることになるのだ。『色は生じ，滅し，雑染され，浄化される。』と行じている時，
分別を行ずることになるのだ。『色は存在しない。』と行じている時，分別を行ずるこ
とになるのだ。『色は自性 (svabhava)とし、う点で存在しなし、。因 (hetu)という点で存
在しない。果(phala)という点で存在しない。業(karman)という点で存在しない。相
応(yoga)という点で存在しない。起 (vJ;tti)という点で存在しない。J70)と行じている
時，分別を行ずることになるのだ。『色は表象にすぎない(唯識， vijnaptimatra) 0 J 
と行じている時，分別を行ずることになるのだ。『色が存在しないのと同様に，色と
して顕現する表象 (rilpapratibhasavijnaptil))も存在しない。』と行じている時，分別
を行ずることになるのだ。」
「だから善男子たちよ，菩薩摩詞薩は『色である。』とは認識しないのです。色と
して顕現する表象も認識しないのです。すべてにわたって表象を滅尽するのです。そ
して表象以外に，他のし、かなる存在(法)をも認識しないのです。そしてその表象も，
非存在(無， abhava)という点から見ないのです。そして表象以外に，非存在をも認
識しないのです。その色として顕現する表象の非存在を，その表象との同一性 (eka-
tva)という点から見ないのです。別異性 (pJ;'thaktva)という点から見ないのです。そ
して表象の非存在を存在(有， bhava) という点から見ないのです。非存在という点、
から見ないのです。善男子たちよ，このような，いかなる形の分別をもっても分別し
ないものが，無分別界であるとも見ないのです。」
「善男子たちよ，以上のことが無分別界に入る方法 (naya)なのです。このように
70) 自性(svabhava)から起(vrti)までの6語の意味については，高崎直道「法身の一元論
如来蔵思想の法観念J~仏教における法の研究Jl (春秋社， 1975) pp.221-240，特に p.231以
下参照。
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して，菩薩摩詞薩は無分別界に住するものとなったのです。同様に受，想，行，識に
ついても，同様に布施波羅蜜，戒波羅蜜，忍波羅蜜，精進波羅蜜，禅定波羅蜜，智慧
波羅蜜についても，同様に空性等，ないしは一切種智性についても当てはめるべきな
のです。」
口4J無分別界に入る(その 2) Iここで善男子たちよ，菩薩摩詞薩は，一切種智
性の観察に対する分別の原因が現前する時，このように観察するのです。『私の一切
種智性である。』と行じている時，分別を行ずることになるのだ。『他人の一切種智性
である。』と行じている時，その人は分別を行ずることになるのだ。『これは一切種智
性である。』と行じている時，分別を行ずることになるのだ。『一切種智性が獲得され
る。』と行じている時，分別を行ずることになるのだ。『一切種智性は一切の煩悩〔と
いう障害〕と認識対象に対する障害を断じるためである。』と行じている時，分別を
行ずることになるのだ。『一切種智性が清浄である以外に，三界に属する〔清浄は〕
ない。』と行じている時，分別を行ずることになるのだ。『一切種智性は生じ，滅し，
雑染され，浄化される。』と行じている時，分別を行ずることになるのだ71)0 w一切種
智性は存在しない。』と行じている時，分別を行ずることになるのだ。『一切種智性は
自性という点で存在しない。因という点で存在しない。果という点で存在しない。業
という点で存在しない。相応という点で存在しない。起という点で存在しない。』と
行じている時，分別を行ずることになるのだ。『一切種智性は表象にすぎなし、(唯識)o~
と行じている時，分別を行ずることになるのだ。『一切種智性が存在しないのと同様
に，一切種智性として顕現する表象も存在しない。』と行じている時，分別を行ずる
ことになるのだ。」
「だから善男子たちよ，菩薩摩詞薩は，一切種智性を認識しないのです。同様にそ
れとして顕現する表象も認識しないのです。すべてにわたってそれの表象を滅尽する
のです。それの表象以外に，他のし、かなる存在(法)をも認識しないのです。そして
その表象も，非存在(無， abhava)という点から見ないのです。そして表象以外に，
非存在をも認識しないのです。その表象の非存在を，その表象との同一性 (ekatva)
という点から見ないのです。別異性 (pl，thaktva)という点から見ないのです。そして
表象の非存在を存在(有， bhava) という点から見ないのです。非存在という点から
見ないのです。善男子たちょ，このような， ¥，、かなる形の分別をもっても分別しない
71) T には iW一切種智性は浄化される。』と行じている時，分別を行ずることになるのだ。」
との一文のみあって，テキストと異なる。注目参照。
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ものが，無分別法界 (avikalpadharmadhatu)であるとも見ないのです。」
「以上のように，これが無分別界に入る方法なのです。このようにして，善男子た
ちょ，菩薩摩詞薩は無分別界に住するものとなったので、す。」
[15Jこの経典の功徳 「善男子たちょ，この法門 (dharmaparyaya)を受持 (udgra-
ha明)し，書写(lekhana)し，暗唱 (vacana)することによる功徳は，ガンジス河の砂
の数に等しい身体を布施する〔功徳〕よりも，ガンジス河の砂の数に等しい世界を宝
の布施で満たす〔功徳〕よりも，ガンジス河の砂の数に等しい世界を仏像 (buddha-
birp.ba)を作らせる功徳、の集まりで、満たす〔功徳〕よりも多いのです。」
日6Jまとめの詩煩 さてその時，世尊は次のような詩煩を説かれた。
無分別への意志もてる (avikalpasaya)勝利者の子(菩薩， jinatmaja)は，この正
法 (saddharma)に生まれて，分別の悪路 (vikalpadurga)を超越し， )1原々 に (kra-
mat)無分別を獲得する。〔第l偏J72) 
それ故，寂静 (pra詰nta)であり，不動 (acala)であり，最勝 (sre$tha)であり，自
在であり (vasavartin)，等不等 (samasama) なる73)，無分別の安楽 (avikalpa-
sukha)を菩薩は証得する。〔第2侮〕
口7Jむすび このように世尊が説かれると，心満たされた (attamanas)無分別光菩
薩と，その集会のものたちすべてと，神々，人間，アスラを含む，すべての世間のも
のたちは，世尊の説かれたことに歓喜した。
〔附〕資料編
資料編として，以下に NPDの旧レニングラード写本とギルギット写本のローマ字
転写を示しておきたい。転写にあたって次のような記号を用いた。
[ 1破損しているが解読可能な文字破損により解読不能な文字( )筆者により
任意に補われた文字{ }一度書かれた後，書写生自身によって消去された，あるい
72) この第l備はアティーシャのBodhiPathapradφaに引用される。 H.Eimer， BodhiPathapra-
dφa; Ein Lehrgedicht des AtiSa (Dゆatflkarasrijna:叩a)仇 derTibetischen Uberlieferung 
(Wiesbaden 1978)， pp.134-135. Losang Norbu Shastri， BodhiPathapradφ'alJ of Acarya 
Dφailkara正riJ元励。 (BibliothecaIndo-Tibetica， VI)， (Varanasi， 1984)， p 58. 
73) KTP(174a2-3)， KTD(145a1)によると，仏と一切の菩薩に共通しているから「等」であり，
声聞等とは共通していなし、から「不等」であるとL、う。
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は誤写された，あるいは正規の党語としては不要な文字+ 失われた文字///写
本の破れ目; ・ / / daJ).Qa; (!) sic.; * virama. 
MSL Transcribed: 
lb 
1 // [-rna]ye bhagavan rajag:rhe virahati srna / sarvatraidhatukaprativisi号tanirvikalpa-
dharrnadhatugarbhe prasade rnahata bhik号usarp.ghenasarddharp. rnahata ca bodhisa-
tvasarp.ghena / tad yatha avi(ka)lpena ca bodhisatvena rnahasatvena / avikalpaprabha-
sena ca bodhisatvena rnahasatvena / avikalpaca-
2 // [-lJ.a] ca / nirvikalpadharrnanirdesakusalena ca / nirvikalpasvabhavena ca / nirvika-
lparnatina ca / nirvikalpanadena ca / nirvikalpaspharalJ.ena ca / nirvikalpasvarelJ.a ca / 
rnahe釘arelJ.aca / nirvikalparnah亙rnaitrisvarelJ.aca / avalokitesvarelJ.a bodhisatvena 
sarddhan (1) tatra khalu bhagava-
3 // dharrnarp. desayati srna / yad uta dharrnalJ.arp. nirvikalpatarn arabhya / atha khalu 
bhagavan* sarnantan sarvavatIrp. bodhisatvapar~adarn avalokya bodhisatvan arnantra-
yate srna / dharayata yuyarp. kulaputra avikalpapravesan narna dharalJ.irp. yarn avika-
lpaprave詰ndharalJ.in dharayan bodhisatvo rna-
4 // -thakalarp. ca vise平ayaparaiti / atha tasyarn eva par号adiavikalpapraveso(!) narna 
bodhisatvo rnahasatval) / sa utthayasanad ekarp.sarn uttarasangarp. k:rtva dak~ilJ.añ ja-
nurnalJ.clalarp. p:rthivyarp. prati~thãpya yena bhagavarp.s tenanjalirp. pralJ.arnya bhagava-
ntarn etad avocat* /説明
5 // yarp.品rutvabodhisatva rnahãsatv互 dhãrayi~yanti/ vacayi号yanti/ yonisas ca rnana-
sikari~yanti / parebhyas ca vistarelJ.a sarp.prakãsayi~yanti / evarn ukte bhagavan aha / 
tena hi kulaputra(!)品開usadhu ca su号thuca rnanasikuru (乃 bhã~i号ye {/} ahann a-
6 // -dhisatva bhagavatal) pratyasrau~ul) / bhagavarp.s te号五rnetad avocat* / iha kula-
putra(!) bodhisatvo rnahasatvo avikalpadhipateyarp. dharrnarp. srutva avikalparn国a-
yarp. sannivesya sarvavikalpanirnittani parivarjayati / sa tat*-pratharnatal) prak:rtivi-
kalpanirnittani pariva・
7 // prak:rtivikalpanirnittarp. yat sasrave vastuni nirnittarp. / sasravarp. punar vastu 
pa負copad亙naskandhal)/ yad uta rupopadanaskandhal) / vedanopadanaskandhal) / 
sarp.jnop互danaskandhal)/ sarp.skaropadanaskandhal) / vijnanopad亙naskandhasca / 
katharp. punas tani vikalpanirnitta-
8 // -nasikaratal) / tasya tani krarnaso vikalpanirnittani parivarjayatal) {/} tada町Tani
pratipak~anirüpalJ.avikalpanirnittãni sarnudacaranty arnukhibhavanti {/} abhasaka-
ralJ.ayogena (乃yaduta dananirupalJ.avikalpanirnittarp. / silanirupalJ.avikalpanirni-
2a 
1 //・palJ.avikalpanirnittarp./ dhyananirupalJ.avikalpanirnittarp. / prajnanirupalJ.avikalpa-
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nimittal1 / yad uta svabhavanirupaI).ato va / guI).anirupaI).ato va / saranirupaI).ato va / sa
tany api pratipakl?anirupaI).avikalpanimittani {/} amanasikarata1:t parivarjayati / tasya 
tani pari-
2 // -mittani samudacaranty amukhibhavanty abhasagamanayogena / yad uta sunyata-
nirupaI).avikalpanimittal1 / tathatanirupaI).avikalpanimittal1 / bhutakotinir包paI).avika-
lpanimittal1 (1) paramarthadharmadhatunirupaI).avikalpanimittal1 / yad uta svalakl?a-
I).anirupaI).ato va / guI).aniru(pa)I).ato va 
3 // [-vi]kalpanimittani {/} amanasikarata1:t parivarjayati / tasya tany api parivarjayato 
aparaI).i praptinirupaI).avikalpanimittani samudacaranty amukhibhavanty亙bhasagama-
nayogena / tad yatha prathamabhumipraptinirupaI).avikalpanimittal1 / yavad dasa-
(ma)bhumipraptinirupaI).avika-
4 // -paI).avikalpanimittal1 / vyakaraI).apraptinir包palJ.C:lvika1panimittal1/ buddhak号etra-
parisuddhipraptinirupaI).avikalpanimittal1 / satvaparipakapraptinirupaI).avikalpanimi-
ttam / abhi号ekapraptinirupaI).avikalpanimittal1/ yavat sarvak亙rajnatapraptinirupaI).a-
vikalpanimittal1 
5 // [吾]saranirupaI).ato va / satany api praptinirupaI).avikalpanimittany amanasikara-
ta1:t parivarjayati / eval1 sa bodhisatvo mahasatva1:t {/} etani sarv亙karavikalpanimitta司
ny amanasikarata1:t parivarjayan * suprayukto bhavaty avikalpena / na ca tavad avika-
lpan dhatul1 spJ;sati 
6 // [spa]rsanayai sa(!) tatya(!) samyak*prayogasyanvayad(!) bhavananvayad bahuU-
karaI).anvay互t*{/} samyali.manasik互ranvayadanabhisal1skarad anabhogato va avika-
lpal1 dhatul1 spJ;sati / krameI).a ca parisodhayati / kena karaI).ena kulaputra avikalpa-
dhatur avikalpa ity ucyate / sa-
7 //・sanadarsanavikalpasamatikrantatamupadaya / sarvavikalpanimittasamatikra-
ntatam upadaya / sarvendriyavikalpasamatikrantatam upadaya / sarvavil?ayavikalpasa-
matikrantatam upadaya / sarvavijnaptivikalpasamatikrantatam upadaya / sarva-
klesopakle-
8 // -te avikalpo dhatur avikalpa iti / katarat tad avikalpal1 (1 avikalpo) 'rupo 'nidarsa-
no 'prati号thito'nabhaso 'vijnaptyaniketana(!) iti / avikalpadhatuprati早thitohi bodhisa-
tvo mahasatvo j色eyanirvisi号tenanirvikalpena jnanenakasasamatal亙nsarvadharman 
pasyati / 
2b 
1 / / / -sapratisrutkapratibimbodakacandranirmitasam亙n* sarvadharman pasyati / tato 
mahasukhaviharavibhutvavaipulyata色caprati1abhate / mahacittasamJ;ddhivaipulya-
tal1 prati1abhate / mahaprajnajnanavaipulyatan ca prati1abhate / mahadesanavihara-
vibhutvavaipulyatan ca pra・
2 // -raI).apratibalas ca bhavati / anabhogabuddhakaryapratiprasrabdhita1:t / tad yatha 
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kulaputra ekaghanasaramayasya pã~ãlJ.aparvatasyãdhastãn mahananaratnapari-
pUflJ.lJ.anidhil; syad (1) bhasuralJ.atp. vicitralJ.atp. mahacintamalJ.iratnan五tp./ yad uta 
rupyaratnasya va / suvarlJ.lJ.aratnasya va / 
3 //-号aagacchen mahanidhanenarthi (1) tatp. mahanidhanabhijnal; puru号aevatp. vaded 
(1) etasya bhol; puru~a ekaghana(sara)mayasya pã~ãlJ.aparvatasyãdhastãn maharatnani-
dhanatp. / bhasuralJ.atp. ratnan亙tp.paripurlJ.lJ.an tasyadhastan mahacintamalJ.iratnanidha-
natp. / sa tvatp. tatal; prakrtipã~ãlJ.am evotkhanasva 
4 // [-bha]sam agami号yati(1) tatrapi tvaya mahanidhanasatp.jna na karttavya / tat pari-
jnayotkhanitavyatp. / tadutkhanatas te suvarlJ.lJ.a(pratibhasatp.) pa号alJ.amabhasam aga-
ml号yati/ tatrapi tvaya mahanidh亙nasatp.jnana karttavya / tad api parijnayotkhanita-
vyatp. / tadutkhanatas te nanaratnapratibh五satp.pa号alJ.a-
5 // -nasatp.jna na karttavya / tad api parijnayotkhanitavyam * / evatp. hi tvatp. bhol; 
puru号asuprayuktas tadutkhanito 'bhisatp.skaram antarelJ.aprayatnenaiva mahacinta-
malJ.iratnanidhanatp. drak号yasi/ tasya ca maharatnanidhanasya prati1ambhat tvam 
aclhyo bhavi~yasi / mahadhano mahabhogal; svapararthe号usama-
6///・tayavad evasyarthasya vijnaptaye / ekaghanasaramayapa号砲aparvata- =la・
cuna = mahacintamalJ.iratnanidhanenarthi:ti {/} bodhisatvasya mahasatvasyaitad 
adhivacanatp. / maharatnanidhanabhijnal; {/} puru~a iti tathagatasyarhatal; samyak-
satp.buddhasyaitad adhivacanatp. / prakrti-
7 // -tad adhivacanatp. / utkhananam iti {/} amanasikarasyaitad adhivacanatp. (乃rupya-
pratibhasatp. pã~向am iti pratipak~anirüpalJ.avikalpanimittãnãm etad adhivacanatp. / 
suvarlJ.lJ.apratibhasatp. pã~ãlJ.am iti sunyatadivikalpanimittanam etad adhivacanatp. / 
nanaratnapratibhasa(tp.) pa号砲a-
8 // [-natp.] / mahacintamalJ.iratnanidhanasya prati1atp.bha iti {/} avikalpadhatusparsa-
naya etad adhivacanatp. iti hi kulaputral; {/} anenopamopanyasenavikalpapraveso 
'nugantavyal;J. / kathatp. punal; kulaputra bodhisatvo mahasatva etani yathanirdi号tani
vikalpanimitt五nivyupapari-
3a 
1 // -putra avikalpadh互tuprati甲山itobodhisatval; mahasatval; {/ } rupaprakrtivikalpa-
nimitte amukhibhute evatp. vyupaparik手ate/ yo mama rupam iti carati vikalpe carati / 
pare与atp.rupam iti {dam iti} carati vikalpe carati / rupam idam iti carati vikalpe cara幽
ti / rupam utpa-
2 // [-ti] vikalpe carati / nasti rupam iti carati vikalpe carati / svabhavato 'pi nasti 
(1) hetuto 'pi nasti (1) phalato 'pi nasti / karmato 'pi nasti / yogato 'pi nasti / vrttito 'pi 
nasti {/} rupam iti carati vikalpe carati / vijnptimatratp. rupam iti carati vikalpe carati / 
yatha 
3///喝titi{/} carati vikalpe carati / yatas ca kulaputra bodhisatvo mahasatvo rupam iti 
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nopalabhate / rupapratibhasam api vijnaptin nopalabhate / na ca sarve明 sarvarnvijna-
ptirn viparIl，J.asayati / na canyatra vijnapter anyarn kancid dharmam upalabhate / tan 
ca vijnaptim abhavatalJ. {/} 
4 // -pasyati / tasyas ca rupapratibhasaya vijnapter abhavarn taya vijnaptya naika-
tvena samanupasyati / na p:rthaktvena samanupasyati / na ca vijnaptyabhavarn bhava-
talJ. samanupasyati / nabhavatalJ. samanupasyati / ebhilJ. kulaputralJ. sarvakarailJ. sarva-
vikalpair yo na vikalpayaty aya-
5 //・tralJ.pravesanayo 'vikalpasya dhatolJ. / eva(rn) ca bodhisatvo mahasatvo 'vikalpa幽
dhatuprati号thitobhavati / evarn vedanayalJ. sarnjnayalJ. sarnskar拘置rnvijnanasya / 
evarn danaparamitayalJ. silaparamitayalJ. {/} k号antiparamitayalJ.{/} viryaparamitayalJ. 
{/} dhyana-
6 //・nyatadinarnyavat sarvak亙rajnatayayojyam* / iha kulaputralJ. bodhisatvo maha-
satvalJ. {/} sarv亙karajnatani而par;tavikalpe(!)nimitte amukhibhute {/} evarnηrupapa-
rik:?ate / yo mama sarvakarajnateti {/} carati vikalpe carati / pare号arnsarvakarajnateti 
carati sa vikalpe 
7 // [-ra]ti / sarvakarajnata prapyata iti carati vikalpe carati / sarvakarajnata sarva-
klesajney亙varaIJ.aprahaIJ.ayeticarati vikalpe carati / sarvakarajnataya n亙nyattraidha-
tukarn vyavadanad iti carati vikalpe carati / sarv亙karajnatotpadyate/ nirudhyate / 
sarnklisyate / vya-
8 // [-ka]rajnateti carati vikalpe carati / svabhavato 'pi nasti / hetuto 'pi nasti / phalato 
'pi nasti / karmato 'pi nasti / yogato 'pi nasti / v:rtito 'pi nasti {/} sarvakarajnateti cara-
ti vikalpe carati / vijnaptimatrarn(!) sarvakarajnateti carati vikalpe carati / yatha 
3b 
1 // -sa vijnaptir api nastiti carati vikalpe carati / yatas ca bodhisatvo mahasatvo ya-
thaiva sarvakarajnatan nopalabhate / tathaiva tatpratibh亙samapi vijnaptin nopalabha-
te / na ca sarver;ta sarvarn tadvijnaptirn vipralJ.扇町ati/ na canyatra tadvijnapter anyarn 
ka負ciddharmam upalabhate / abha-
2 // [-pte]r abhavarn samanupasyati / na ca tasya vijnapter abhava(rn) taya vij負apty亙
ekatvena samanupasyati / na p:rthaktvena samanupasyati / na ca tasya vijnapter abha-
varn bhavatalJ. samanupasyati / nabhavatalJ. samanupasyati / ebhilJ. kulaputralJ. sarvaka-
railJ. sarvavikalpair yo na vika-
3 // [e]vam ayam pravesanayo 'vikalpasya dhatolJ. / evarn hi kulaputra bodhisatvo ma-
hasatvo 'vikalpadhatu {pravesa}prati号thitobhavati / = lacuna = atha khalu bha-
gavarns tasyarn velayarn ime gathai(!) abha号ata/ avikalpaSayo bhutva saddharme 'smi-
n * jinatmajalJ. / vikalpadurgarn vyatitya 
4 // (vasa)varttisamasamarn / avikalpasukharn tasm亙t*{/} bodhisatvo 'dhigacchati / 
idam avocad bhagavan attamana avikalpaprabhasas ca bodhisatvo mahasatvalJ. {/} sa 
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ca sarvavati par号atsadevamanu号asuragandharvasca 1oko bhagavato bha号itamabhy-
anandann iti / / 
MSG Transcribed: 
folios 1-5 missing 
[1670] (6a) -vika1panimittal1 . bhutakotyanimittaparamartha(2)dharmadhatuniriipar:la-
vika1panimittal1 . yad uta s(v)a(3)lak$ar:lanir百par:latova gur:laniriipar:lato va . (4) sara-
nirupar:lato va・satany api tatvanirupa(5)r:lavika1panimittany api manasikarata1).(!) pa-
riva(6)rjayati・tasyatany api parivarjayato 'para早i
[1671] (6b) prapta(!)nirupar:lavika1panimittavi(!) samudacaranty亙(2)bhasagamana-
yogena . tad yatha prathamabhumipra(3)ptinirupar:lavika1panimittal1 . yavad dasama-
bhumi( 4)praptinirupar:lavika1panimittam * anutpattika( 5 )dharmak詞ntipraptinirupar:la-
vika1panimittam * vyakara( 6)r).apraptinirupa早avika1panimittam* buddhak与etrapa-
[1668] (7a) (-ri)[釦]ddhi{1).}praptiniriipar:lavika1panimittal1 . satvapa(2)(ri)pakapraptini司
riipar:lavika1panimittal1 . abhi平eka(3)(pr)[a]ptinirupar:lavika1panimittam* yavat sarva-
j負a(4)t亙praptinirupal).avika1panimittam* yad u(5)ta sva1ak号al).anirupal).atova gUr:lani-
rupa平atova (6) saranirupal).ato va {saranirupal).ato v互}sa t亙(7)nyapi pra {pri}ptini-
rupal).avika1panimittanyama-
[1669] (7b) -nasikarata1).74) parivarjayati・eval1sa bodhisatvo (2) mahasatva1). sarvakara-
vika1panimittany amanasi(3)karata1). parivarjayan su抑止tobhavaty avika1pena . na (4) 
ca tavad avika1padhatul1 sparsayati . asti tv e$a (5) yonisa1).samadhi1). avika1padh吾
tUl1 {1).} sparsanayai {1).} (6) + tasya samyakprayogasya sevananvayad bhavana-
nva(7)(y)ad [b ]ahu1ikarar:lanvaya( t)samyari.manasikaranva-
[1672] (8a) -yad abhisal1skarad(!) anabhogato 'vika1padhatul1 spJ;sa(2)ti・kramel).aca 
parisodhayati . kena karal).ena(3)vika1po {ka} dhatur avika1pa ity ucyate / sarvavika-
(4)lpanirupal).asamatikrantatam upadaya. desa(5)navidarsanasamatikrantatam upa-
daya . sarvendri(6)ya {ma}vika1pasamatikrantatam upadaya . sarva-
[1673] (8b)・k1esopak1es互varar:lanira1ayataqlcopadaya・t(e)n(o)(2)cyate'vika1pa iti・ka-
tarac ca tad avika1pal1 . avika1po 'rii(3)po 'nidarsano 'prati$thio 'nabhaso 'vijnaptika司
m(!) aniketa i( 4)ti . avika1padhatuprati$thito bodhisatvo mahasa( 5)tva1). jneya-
ni(r)visi号thena(!)ni(r)vika1pena 臼tena(!)mayapa( 6)rici(! )gandharvanagarasvapna-
pratibhasabil1badagaca-(!) 
fo1ios 9-11 missing 
[1674] (12a) [-vaca]nam* nanaratnapra(t)[i-]/// //[-t](i) prapti(2)vika1panimittanam 
[e ]ta[ d] (adhi)[ va ]cana(l1)・ mah五cintama(3)r:liratnanidhanasyaprati1al1bha iti (1) avika-
1 padhatuspa( 4)r白nayaetad adhivacanal1 . itihi ku1aputra (5) 'nenopamopanyasenavi-
ka1papraveso 'nugantavya1). (6) katharp puna1). ku1aputra bodhisatvo mahasatva1). eta-
74) upadhmaniya. 
Nirvikalpapravesadhara哩f 113 
(7)ni yathani(r)di$tani vikalpanimittaniηr[u]papari司
[1675] (12b)・k$amano'vikalpadhatUll pravisati . evam avikalpadha(2)tuprati$thito 
bodhisatvo mahasatva(!) rupam iti amu(3)khibhute evarp vyupaparik号ate(1) yo mama 
rupam iti cara(4)ti vikalpe carati' {carati・}pare与arprupam iti carati {・}(5) vika-
lpe carati (1) rupam utpadyate niruddhyate sarpklisyateηava(6)dayete(!) iti carati vika-
l[p]e carati . nasti rupam iti (7) carati vikalpe carati // 
[1676] (13a) nasti phalato 'pi nasti karmato 'pi nasti yogato 'pi (2) nasti vrttito 'pi nasti 
rupam iti carati vikalpe carati . (3)vijnaptimatrarp r包pamiti carati vikalpa(!) carati . 
ya(4)tha ruparp nasti tatha rupapratibhasa vijnaptir api (5) nastiti carati vikalpe carati 
. yatas ca kulaputra bo(6)dhisatvo mahasatva(!) rupam iti nopalabhate . rupapra-
[1677] (13b)・tibhasamapi vijnaptirp nopalabhate . na ca sarvet:la sa(2)rvarp vijnapti]:l(!) 
viprat:lasayati . na canyatra vijnapte]:l ka(3)scid(!) dharmam upalabhate . tarp ca vijna-
ptim abhavata]:l (4) samanupasyati . na canyatra vijnapter abhavarp sa(5)manupasyati 
. tasyas ca rupapratibhasaya vijna(6)pter abhavarp . taya vij負attya(!)naikatvena sa-
manupa-
folio 14 missing 
[1678] (15a)・ramitayadhyanaparamitaya]:l prajnaparamit(2)taya{d} evarp sunyata-
dinarp(!) yavat sarvakarjahnata(3)ya yojnam*(!) / iha kulaputra bodhi[sa]tvo ma(4)ha-
satva]:l sarvakarajnatanirupat:la(!)vika(5)lpe amukhibhute evarp vyupapar'ik号ate(/) yo 
mama (6) sarva(ka)rajnateti carati sa vikalpe carati . pare号arp(7) sarva(ka)rajnateti (ca-
rati) vikalpe carati . sarvakarajnata i・
[1679] (15b) -ti carati vikalpe carati・sarvakarajnataprapya(2)ta iti carati vikalpe cara-
ti . sarvakarajnata sarv亙(!)(3)klesajneyavara明prahat:layeticarati vikalpe ca(4)rati . sa-
rvakaraj負ata(yana)nyat t(r)ai(dhatu)kanta(!) =lacuna= evarp hi kulaputra (5) 
bodhisatvo mahasatvo 'vikalpadhatuprati柑litobha(6)vati . asya kulaputra dharmapa-
ryayasya udgrahat:la (7)lekhanavacanad ba】1Utararpput:lyarp nanv eva ganganad'i-
[1680] (16a) -balukopamatmabhavaparityagasya nanv eva garpgana(2)dibalukopama-
lokadhatuparipurt:laratnadanasya (3) nanv eva garpganadibalukopapa(!)lokadhatupari-
(4)p包rt:latathagatabirpbakarapat:laput:lyaskandhasyeti/ (5) atha khalu bhagavarps ta-
syarp velayam ime gathe + + (6)・号ata・// avikalpanayo bhutva saddharme 'smin ji-
十+
[1681] (16b)オa]:lvikalpamargarp vyavitya kraman ni号kalpama..川 (2)ーntamamalarp 
sre$tharp vasava(r)tisamasamarp' avika(lpa)(3)sukharp tasmad bodhisatvo 'dhiga-
cchati・//idam avocad bhagava(4)n attamana vimalaprabhasas ca bodhisatvo maha-
sa(5)tva(!) sa ca sa {rp}rvavati par明tsadevamanu号asuragandharva(6)sca loko bhaga-
vato bha$itam abhyanandan* / 0 /avi(7)kalpapravesarp nama maha(ya)nasutra(rpl) 
